

















































上記の期間に捕現された蠅の瞳賛と数ほ第1表の　(Mus亡ina sp.) No. 26 (Lucilia bufonivora〕
通りで総数69583に及び' 6科15属38珪に分類され　　は本邦未記録と思われるものである. No. 11は'
た.同一場所で同じような誘引瀕を用いたにもかか　1952年の5月28日に8唯1個体を採集した.本塩は
わらずこの様に豊富な堀族の探集が出来たことは興　従来本邦で記鼓されていた爪uscina属の3瞳〔州･
味がある.同義の中No 6(Ophyrasp.Jは堀(195ri stabulans, M. assimilis, M. paburorum〕と
が東北地方で撰集したものと同撞でありJ恥･11　は明らかに真り'むしろ札pas亡uorumの記故
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Table　|.　Species and number of且ies collected by a cage-trap using fish as bait
during from芦epl. 1951 to Jan. 1953 at Sabae (36.06′N･, 136･11′JEO,
Fukui Pr占fecture





























































































































































































































Numerical order given for each fly species in this table is used in common in
tl把following 3丘gures.
** : While the species has been treated in Japan as C. voolitoria, Kano (1954)
















種No. 21 〔Lucilia illustris)の24.6^,第3位ほ
No. 16 〔Calliphora sp. of Kano〕の10.8プ言'第
4位ほNo. 28 〔Chrysomya pinguis〕の10.1^,
以下No. 19 <<Lucilia sericata〕 4.4^, No. 31










































































































































































































































18では既に4月始めに現われるが,No. 4, 6, 10, 19,
21, '31,声2, 17, 29及び22の10橿でほ.6月の下旬に
みられJ 8月F=.最盛期を示すと考えられるものはNo.













































































































































ーE虹ニユ｣∴　　4 Ophyra leucostoma ｢｢[ニー｣｣一⊥｣∠J卜し⊥｣⊥｣｣L｣==


























































にはNo. 17 〔Calliphora grahami〕のように最
も多く探れた種類で雌が51.4タ左即ち雌雄が酪同数な




















Fig. 3　Seasonal sequence,inse干ratio represented by %No. of the female
_　　　　A-ies　　　　　　　　　　　　　　　､
一散∪LJJ｣29 -呼metanura T'wl他山｢｢しザ[ I
髄｣=L ｣ 30 Sarcopha皇a albiceps
'鞄仰≠｣=引Sarc｡ph-r-



































動期間を通じてみればやや雌の多いもの, No. 4, 6,





〔1〕第1表の中　No. 6 (Ophyra sp.)茂びT










































国のNo. 17 (Calliphora grahami1とNo. 16





















下Lu亡ilia illustris (24.6^〕 CalliphΦra sp.
of Kano (10.8%), Chrysomya pinguis (10.1%),
金網トラツブによる福井県鯖江地方の蠅類の生態学的研究　　　　　　　　1063



































資源研糞朝15 : 17-27, 1950∴
克重∴ ･日本産堀端の重要群の形態学




学的研究Ⅱ.資源研義朝19-21 : 25-32, 1951.
8) Hon, K. : Morphological studiesonmuscoid
flies of medical importance in Japan 〔III). ;S亡i. Rej-. I
Kanazawa Univ. ¥ 〔2〕 : 1-ll, 1951.
9〕 Hori, K. : Morphological studies on muscoid
flies of medical importance in Japan 〔ⅠⅤ〕. Sci. Rep.
Kanazawa Umv. ll (1) : 75-85, 1953.
10〕 James,札T. : The flies thatcause myiasis
in man. 1947.
ll) Kano, R. : Notes on the且ies of medical























12〕 Kano, R. : Notes on the且ies･of甲edical










物. 5(1; 2〕 : 69, 1954.
16〕小林晴姶,本B : 1甲3年度蠅協同研究班調査報




衛生動物. 5〔1J 2〕 ‥ 58, 1954,
18〕倉茂　好雄:宇都宮相方に放ける蠅の生態
学的研究〔 Ⅰ 〕昭和27年度における蠅の季節的消長.
衛生動物. 5〔1'2〕 : 77, 1954,
19)大島　正治:諌早産-エ規について.長崎
医会誌. 28 (9〕 : 1038-1043, 1953.
20〕佐藤章慈J甑EB飴吉:東京に放ける蠅の季




物. 3(3, 4〕 : 108, 1952.
22〕未来　斂:福井県鯖江地方に放ける蠅類
の生態学的研究( Ⅰ 〕 1951年秋の調査.衛生動物.
3 (3, 4〕 : 109-110, 1952.
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〔昭29.ア. 15受付〕
健　　　　　~　記
風土病研究の使卸ま,要するに, "理論t.応肝'の.qJ聞に存するのであ一って,執方に偏して
もいけない.衛生行政的な実践運動は,学術的研究の成果を基礎として行われ畠のであーるが'
それ自体,学問的価値は認められない.それによって学術的研究の成果が証明されるだけのこ
とである.それゆえ,風土病研究所に衛生行政的な権限も義務も与えられていないことは'む
しろ,私達の幸福であるよ言わねばならない.しかL'学術的研究の成果は'所詮'人間社会
に貢献されねぼならないのであるから,高橋自鳩研尭ぁための研尭に没頭してi人知重商に直
接又は間接に朝係のない学術の世界に､進んでいることも葡されない.こ~のような研究態度を固
守することは,研究者の立場を不自由にはするけれども,そ叫ま医学生般に負わされた運命と
言えるのである.何故ならば'生物学の一分派に属すると見られないこともなvl医学ではある
けれども,社会科学としての一面もあるので,純正生物学としては決して扱われないからであ
ち.
風土病研究所は,日本有数の小滝設ではあるが,文部省学術諜及び長崎大学当局の特別の庇
護と援助忙よって,年年歳歳,物的条件を充某し,研究作柴ら析･本になって来た.Eとは'-甚以
って酔駄に堪えない.今般,柴瞳第3集を編輯するに当たり,某駐英200篇を突破するに至つ
たが,質的た見ても,量的に言っても,原子爆弾禍のためにそうなった無一物の状態から此処
ま*T**'腕復したことを一応は喜んでもよいと思う.しかし,私達の宿断として'L恒久建造物を-I
年でも遠に持ちたいものである.
Fiatlux!
1
1954年12月1日･諌早　　　　風土病研究所長　　登　　　倉　　　　　　萱
